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   A 72-year-old male was admitted with a chief complaint of anuria. Clinical examinations showed 
that he was in uremic state and had bilateral hydronephroses. An endoscopic examination revealed a
left ureteral tumor and a bladder tumor. Left nephroureterectomy with partial cystectomy and 
transurethral resection of the bladder tumor were performed. Pathological examinations showed an 
invasive left renal pelvic tumor (pT3, G3), an invasive left ureteral tumor (pT4, G3), and a bladder 
tumor (pTis, G3). Following the operation, roentgenological and urinary cytological findings howed 
a right ureteral carcinoma. He died of multiple liver and bone metastases and local recurrence at 5 
months postoperatively. 
                                            (Acta Urol. Jpn.  47:  269-271, 2001) 


















現症:体 格 は中等度.栄 養状態は良好.胸 腹部に
は,手 術痕 を認め る以外,理 学的に異常 を認めない.
入 院時 検 査所 見:Cr5.6mg/dl,BUN42mg/dl
と高値 であ り,炎 症反応 と若 干 の貧血(RBC417×
104/mm3,Hbl3,59/dl,Ht39。0%)を認 め た.わ
ずかに得た尿 では,血 膿尿 を認め,尿 細胞診 はクラス
IVの結果 を得 た.
入 院後経過:1998年6月9日,両 側逆行性腎孟造影
(以下RP)お よび右doubleJ(DJ)カテ ーテ ル留 置
術 を試みた(Fig.1).左は下部尿管で閉塞 しカテーテ
ルは通過せず,洗 浄尿細胞診 はクラスNで あ った.左
尿管腫瘍 による無機能腎 と診断 した.右 は下部尿管 に
て狭 窄 を認 めたが,4.7FrのDJカ テーテ ル は留 置
可能であった.右 腎孟尿細胞診はクラスllであ った.
腹部骨盤CT(Fig。2a)ではRP像 に一致 して左 下部
尿管 に腫瘤 を認めた.右 尿管 に関 しては,狭 窄部 に腫
瘤像 を認 めなか った.膀 胱 は全周性に壁 の肥厚 を認 め
た(Fig.2b).6月24日,左尿 管鏡で乳頭 状 の腫 瘍 を
認め,同 時に施行 した膀胱生検 の病理組織 診断は移行































































術後経過:術 後,再 度腹部CTを 施行 した.狭窄
Fig.生AbdominalCTshowedarightureteral
tUm・r(arrOWS).
部位 に腫瘤 像 を認 めた(Fig.4).再度,右 腎孟尿 を採
取 したところ,尿 細胞診 はクラス】Vであ り右尿管腫瘍
と診断 した.こ の時点で,肝 転移,骨 転移,左 尿 管腫
瘍局所再発 も認 めた.化 学療法 を勧め たが患者は強 く
拒否 して8月7日 に退院 した.12月5日,術 後5カ 月















症例は,5例あったが,そ のうち3例 に初期治療 とし
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